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歴
史
的
遺
構
の
整
備

①
吉
岡
銅
山
遺
跡
の
修
復
整
備

（
Ｈ
25
～
26
）

　

吹
屋
銅
山
の
起
源
と
な
っ
た
吉
岡

銅
山
跡
は
、
今
も
な
お
当
時
の
面
影

が
残
る
歴
史
的
遺
構
で
、平
成
19
年
、

シリーズ

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画 

②

　

市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
先
月

号
で
は
「
歴
史
的
町
並
み
の
整
備
」「
歴
史
的
建
造
物
の
整
備
」

を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は「
歴
史
的
遺
構
の
整
備
」「
伝

統
文
化
の
保
存
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�
０
２
５
７
）

吉岡銅山沈殿池跡

国
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
沈
殿
池
や
煙
道
の
一
部
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
草
木
の
繁
茂
に

よ
っ
て
当
時
の
面
影
を
残
す
景
観
が

損
な
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

計
画
で
は
、沈
殿
池
跡
や
煙
道
跡
、

三
番
坑
口
の
修
復
保
存
を
行
い
、
吹

屋
の
歴
史
を
語
る
新
た
な
地
域
資
源

と
し
て
公
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

②�

大
塚
家
跡
の
周
辺
整
備
（
Ｈ
28
）

　

大
塚
家
は
地
元
資
本
の
銅
山
師

で
、
何
代
に
も
わ
た
り
銅
山
経
営
を

続
け
、
吹
屋
地
区
に
多
大
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。
そ
の
屋
敷
跡
は
広
大

な
敷
地
で
、
往
時
の
面
影
を
残
す
石

垣
も
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
樹
木
の

成
長
等
で
崩
壊
の
危
険
が
あ
り
、
周

辺
整
備
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

計
画
で
は
、
大
塚
家
屋
敷
跡
に
案

内
看
板
を
設
置
し
、
石
垣
保
護
の
た

め
の
樹
木
伐
採
や
石
垣
の
補
修
な
ど

の
環
境
整
備
を
行
い
、
往
時
の
繁
栄

を
語
る
新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
公

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
保
存

③�

備
中
神
楽
・
渡
り
拍
子
の
保
存
伝

承
活
動
の
推
進
（
Ｈ
22
～
31
）

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

備
中
神
楽
、
市
指
定
重
要
文
化
財
の

渡
り
拍
子
は
、地
域
か
ら
生
ま
れ
た
特

有
の
文
化
で
あ
り
郷
土
の
誇
り
で
す
。

　

保
存
会
や
育
成
会
で
、
伝
承
活
動

や
後
継
者
育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
後
継
者
不
足
や
活

動
費
の
不
足
等
に
よ
り
、
保
存
伝
承

育
成
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
保
存
伝
承
や

後
継
者
の
育
成
が
で
き
る
よ
う
活
動

団
体
を
支
援
し
、
伝
統
文
化
の
保
存

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〈参考〉備中神楽が奉納される市内の神社� 歴史まちづくり課調べ（順不同）
神　社　名（地区） 奉　納　日 神　社　名（地区） 奉　納　日

八重籬神社　（内山下） 4月28日 御前神社　（成羽町下日名） 11月第3土曜日
八幡神社　（和田町） 随時 愛宕神社　（成羽町下原） ８月最終土曜日
御前神社　（御前町） 10月第2土曜日 山田神社　（成羽町下原） 11月2日
熊野神社　（松山） 11月随時 八幡神社　（成羽町成羽） 10月第3土曜日
八幡神社　（松山） 10月第2日曜日 天津神社　（成羽町羽山） 11月随時
一宮神社　（高倉町大瀬八長） 10月第2土曜日 天満神社　（成羽町小泉） 11月22日
八幡神社　（津川町今津） 10月第3土曜日 布寄神社　（成羽町布寄） 11月2日
木野山神社　（津川町今津） 4月16日 中野神社　（成羽町中野） 11月22日
八幡神社　（川面町） 10月第4土曜日 辰口八幡神社　（成羽町坂本） 11月2日
柴倉神社　（中井町西方） 13年ごとの11月 穴門山神社　（川上町高山市） 11月2日
神崎神社　（玉川町玉） 10月第2日曜日 八幡神社　（川上町高山） 11月第2土曜日
八幡神社　（玉川町玉） 10月第4土曜日 八幡神社　（川上町地頭） 11月第3土曜日
清實八幡神社　（宇治町本郷） 11月第3日曜日 宇佐八幡神社　（川上町七地） 11月第1日曜日の前日
天津神社　（松原町大津寄） 11月22日 八幡神社　（川上町七地） 11月第1日曜日の前日
八幡神社　（松原町松岡） 11月23日 八幡神社　（川上町三沢） 11月第2土曜日
磐裂神社　（松原町松岡） 11月22日 惣社八幡神社　（川上町領家） 10月最終日曜日
五社神社　（松原町春木） 11月23日 日吉神社　（川上町 数） 11月22日
八幡神社　（松原町神原） 11月2日 大神社　（川上町仁賀） 11月第1日曜日の前日
稲荷神社　（落合町近似） 12月第1日曜日 大谷八幡神社　（川上町仁賀） 11月第2日曜日
御前神社　（落合町阿部） 10月第3土曜日 八幡神社　（川上町上大竹） 11月第2土曜日
諏訪神社　（落合町原田） 10月第4土曜日 清實八幡神社　（川上町下大竹） 11月第1日曜日の前日
八幡神社　（落合町福地） 11月第4土曜日 川中神社　（備中町志藤用瀬） 11月第2土曜日
鈴岳神社　（有漢町有漢） 10月19日直近日曜日 八幡神社　（備中町布賀） 11月2日
廣峰神社　（有漢町有漢） 11月第3日曜日 八幡神社　（備中町布瀬） 10月最終土曜日
上有漢神社　（有漢町上有漢） 10月15日直近日曜日 鋤崎八幡神社　（備中町平川） 11月2日

大塚家屋敷跡

現在の地踊り（左）と昭和20年代ごろの地踊り（右）

現在の仕組踊り

　

備
中
松
山
踊
り
に
関
す
る
文

献
や
写
真
、
情
報
等
を
お
持
ち

の
人
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
☎
�
１
５
１
６
）、
ま

た
は
歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

④�

備
中
松
山
踊
り
の
保
存
調
査
・
保

存
伝
承
活
動
の
推
進（
Ｈ
23
～
31
）

　

備
中
松
山
踊
り
は
、
お
よ
そ

３
６
０
年
の
伝
統
を
誇
り
、
県
下
で

も
有
数
の
伝
統
あ
る
盆
踊
り
で
す
。

歴
史
が
古
く
、
市
民
に
親
し
ま
れ
絶

え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
る
踊
り

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
な
形
式

や
所
作
、
踊
り
の
歴
史
な
ど
の
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

誇
り
あ
る
伝
統
文
化
と
し
て
、
改

め
て
松
山
踊
り
に
つ
い
て
調
査
し
、

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の
指
定
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
保
存
に
か
か
る

調
査
報
告
書
を
作
成
し
、
後
世
に
歴

史
あ
る
踊
り
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
備
中
松
山
踊
り
の
音
頭
や

踊
り
の
所
作
な
ど
伝
統
的
な
形
式
を

保
存
・
伝
承
し
て
い
く
活
動
を
行
う

団
体
を
支
援
し
、
伝
統
文
化
の
保
存

に
努
め
ま
す
。

備中神楽

渡り拍子


